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Abstract:Eating habits of wild bore(S"∫ ∫ε‐低QL。 )visiting frequently Konan Women's University were

examinedo All fruits were eaten except Chinese quincc(Cttθ ι4θ
“
ι′ιS SJれιんsJs), Japanese quincc(Cttθθれθ

“
ι―

Jι s ψιεjθ sα )and lemon(CJ′ r夕 s JJ“θん)。 The whole part of maize(Z夕α
“
αyS)was eaten except husk.The

whole part of pineapple(Aん αん夕s θθ
“
θS′S)was also eateno Whole pa■ of balsam pear(ν θ

“
θ〃Jεα εttακκ―

′jα )was eaten except sacrocarp.Young soybean(Gり θれι
“
αχ)With capsule,Okura(Abι′

“
θsθλι∫ι∫ε′Jιれ―

′′s)and spanish paprika(Capsjε
““
αηん況
“
)amOng fruit vegetables were not eateno All acorns were caten

with the shell pecled o∬ .All root crops were caten except burdock(Arc′ ブレ
“
J917)α )。 All leaf vegetables were

not eaten except bamboo shoot(Sjん θαr夕れグJれαrJα ′
“
bι sθθηs)and Spinach(シ Jんαεια θJθκεια)。 All mushrooms

exanlined were not eaten,and cicada was eaten。

要旨 :イ ノシシは雑食性と言われるが,雑食性の中で何をどのように食べるのかを調査 した。人が食

べる果物は何でも食べたがレモンは食べなかった。熱帯産の果物も食べた。種子の大きいものは種子

を食べたり残したりした。大付きのエダマメ,オ クラとピーマンは食べなかった。 ドングリの類は大

きさに関係なく皆皮をむいて食べた。根菜類はゴボウを除いてすべて食べたが,ダイコンは時々残し

た。葉菜類はタケノコとホウレンソウは食べたが,他の物はどれも食べなかった。キノコ類はどれも

全 く食べなかった。セミの類は皆食べた。

神戸市はイノシシに関する苦情や要望等が 200件以

上も寄せられたためイノシシ問題検討会を開き,平成

13(2001)年 12月 にイノシシに関する提言書をまと

めた (神戸市,2001)。 それによると,主な被害は住

宅敷地などへの侵入による経済的被害,イ ノシシが
′
1布

いという心理的被害,川 に落ちたイノシシの保護要

請,人身被害,ゴ ミステーシヨンを荒らすや住環境被

害等となっている。そこで神戸市ではイノシシを神戸

市から排除するのでなく,イ ノシシと神戸市民が共存

するという立場をとっていくのはどうすれば良いかを

提言している。その方法として人間社会とイノシシの

生存域のすみわけをはっきりさせることが重要であ

る。それにはイノシシに餌を与えない,ゴ ミを放置し

ない等を主としたものであった。この条例は餌づけ行

めじは に

大学の構内を歩 くとイノシシの糞をよく目にする。

また,時折,大学の池の周辺を敷き詰めた芝生,旧 1

号館と2号館の間や 3号館と9号館の間の地面が掘 り

返されているのを目撃してきた。これらはイノシシが

芝生を掘 り返して土の中にいるミミズ等の小動物を探

して食べているからだ (写真 4)。 筆者も大学構内で

比較的大きなウリ坊に 1-2度 あったことがあるし,

小雨の降る大学の前の坂を上から餌を探しに降りてき

た大型のイノシシとすれ違ったこともあった。また,

クラブ活動で遅くなって帰る学生が大学構内でイノシ

シに遭ったという話しもしばしば聞くこともあった。
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為が昭和 40(1965)年 代の終 りから認められ,被害

や苦情が餌づけの行われている周辺に集中しているの

で餌付けが被害を生む最大の要因と考えられてきて今

回の提言となった。

イノシシは偶蹄類イノシシ科に属し, ヨーロッパか

らインド,中国,朝鮮, 日本まで分布し, 日本では本

州,四国,九州の山地に住むが南部に多い。雑食性

で,コ ケ,キ ノコ,本の根,芽 ,カ シの実,カ ニ,カ

エル,ヘ ビなどを主に食べ,と きどき人里に現れて

米,芋 などを食い荒らすと言われている (下 中邦彦

編,1972)。

神戸市の今回の提言をみると,人間が如何にイノシ

シと関わっていくかと云う所に問題の解決の糸口を見

つけているが,イ ノシシについての調査,特 に食性に

ついてはほとんど述べられていない。また,百科事典

等を見ても食性については雑食性で,コ ケ,キ ノコ,

本の根等を主に食べると記述があるが,雑食性に対す

る吟味はどの百科事典についても記述されていない

(下中邦彦 ;1972,1984,1988,相 賀徹夫 ;1985)。

ここでは,甲南女子大学内に出没するイノシシが何

をどのように食べるのかを,特 に雑食性と一言で云わ

れるものが具体的にどうなのかを調査 した。

調査場所 と方法

調査は甲南女子大学 2号館西端の敷石のある通路の

脇で行った。方法は果物類,果菜類, ドングリ類,根

菜類,葉菜類やキノコ類等の調べるものを置き,直径

18 cmの植木鉢をかぶせて,そ の前面は土を軟らかく

して水を撒き,歩 くと足跡が付 くようにした (写真

1)。 ドングリ類は 1度 に 100～ 200g与 えた。毎日,

朝に仕込んで次の日の朝に調べた。食べ残したり散ら

かしたりしたものは片付けて写真 1の ようにした。調

査に用いた材料のうちスイカ,モモとボケの実以外す

べて市場で求めたもので,キ ノコは数房に分けて与え

た。セミは死んだセミを大学内で集めた。

結 果 と 考 察

表 1は イノシシの果物類,果菜類とドングリ類につ

いての食性調査の結果を示した。小型の種子を持つナ

シ, リンゴ類の果物は種子ごと食べていたが,少 し大

18 cmの植木鉢を被せた。その前は軟らかく

1の ように鉢をかぶせた。

1三 2号館西端の観察場所に食性調査をする物を置いて,その上から直径
耕して水を打ち,足跡が付きやすいようにした。
2:ス イカとクヌギのどんぐりを置いたもので, クヌギの ドングリは写真
3三 イノシシがクヌギの ドングリを食べた跡で,外側の殻だけが残った。
4:イ ノシシが池の端の芝生を掘 り返した跡。
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型のカキ,ビワ,プラム,モモ等では種子を食べたり

残したりした。カキは種子の回りにゼリー状のものが

付いているので食べたり残したりしたと思った。ビワ

の種子カキのそれより大型で丸いが,表面がすべすべ

しているので食べたと思った。プラムやモモの種子の

表面はでこぼこなので,食べたり残したりという結果

になった。アボガドの種子は大きく扁平なのでどうな

るかと思ったが誓っただけで食べなかった。カンキッ

類のネーブルは用心しながら食べたがレモンは食べな

かった。

熱帯産の果実はいずれも食べた。調査 したイノシシ

は大学の裏山に住んでいて,熱帯の呆実を食べる経験

は無いと思われたが,いずれも食べたのは,匂いを嗅

いだとき,或いはちょっと書ったときに甘みを感じる

と食べられるという思いに繋がったと考えた。パイナ

ップルは外側も内部の芯も全部食べた。ニガウリは苦

い果肉は残し種子のあるところだけ食べた。

人が通常果物として食べないカリンやボケの実は食

べなかった。

果菜類は与えた物はほとんど食べたが,オ クラとピ

ーマンは食べなかった。スイカはクヌギの ドングリと

同時に与えたが,跡形も無 く食べた (写真 2)。 トウ
モロコシは実と同時に芯の部分も食べ,皮だけを残し

た。エダマメは辺りに散らかしていたが食べていなか

った。これは大に小さな毛が蜜に生えているので食べ

たいが食べられなかったと思った。

ドングリ類は大型のもの (ア ベマキ,ク ヌギ等)は

勿論,小型のカシの仲間 (ア カガシ,ア ラカシフイチ

イガシ等)の ドングリも全部皮をむいて食べた (写真

3)。 しかし,ク ヌギの ドングリで完熟したものと未熟

なものとを混ぜて与えたら完熟したものは食べたが ,

未熟なものは全部残した。また,保存してあって時間

がたったドングリは食べないこともあった。

表 2は根菜類についての調査結果を示した。ゴボウ

以外は全部食べた。バナナには 2種類あって表 2のバ

ナナは熱を加えて食べるバナナであったが食べた。レ

ンコンはハスの地下茎であるので山に住むイノシシに

とっては始めてのものと思つたがみな食べた。

表 3は葉菜類についての調査結果を示した。表 3に

示す通リタケノコとホウレンソウ以外は全 く食べなか

った。タケノコは輪切 りにして与えたので皮を残すか

どうか分からなかった。NHKの テレビ放映によると

(2004-4-21,総 合)イ ノシシはタケノコを食べるが

えぐいものは食べない。その見極めは確かだと報映し

ていた。本調査で与えたタケノコはえぐいもので無か

ったのだろう。

表 4はキノコ類とセミ類についての調査結果を示し

た。キノコ類はいずれも食べなかった。動物事典等に

よるとキノコは食べると記載されているが (下中邦彦

編,1984;下中弘編,1988),今 回の調査ではいずれ

のキノコ類も食べなかった。これは大学内に出没して

いるイノシシに限つたことなのか,或いはキノコ類に

は有毒のものも有るので食べる習性を持たないのかと

考えた。

セミ類に付いては 2種類調べたがイノシシはいずれ

も食べた。セミを大学内で集めたときにセミの抜け殻

をみつけたので与えてみたが食べなかった。 トンボも
1～ 2匹与えたがこれは食べた。

毎回食べ跡の足跡を調べているが,2月 はじめから

3月 はじめにかけて大きな足跡の他に小さい足跡が時

折みられたので,子連れで来ていると考えた。その大

きさは親の足跡は縦 7セ ンチ横 6セ ンチであったが ,

小さいものは縦 4セ ンチと横 3セ ンチのものであっ

た。そして 8月 中から H月 中まで大きい足跡に混 じ

って小さいものが見られた。相賀 (1985)に よるとイ

ノシシの繁殖期は神戸辺 りでは年 1回で,交尾期は H

月から 1月 にかけてみられる。また,南の西表島では

年 2回の繁殖期がみられるとある。今回の観察で,小

さい足跡は2月 と8月 の 2回みられたが,同 じ年の出

来事ではなかった。神戸辺りでは,年 2回の繁殖期が

あるときもあるのか。或いは,春に生まれた子を8月

から 11月 あたりまで連れていたのかもしれないと思

った。相賀 (1985)に よるとニホンイノシシは基本的

に単独生活者であるが,と きに母子または兄弟で,交

尾期には雌雄の数頭で行動することもある。大学内に

出没するイノシシは何頭か分からなかったが,足跡の

数から考えると僅かのイノシシが出没していると考え

られた。

学生からの報告では,学内では 10月 末に子大 くら

いの大きさのイノシシを 2頭みた。また,H月 初め

にオ直えこみに子豚くらいのイノシシが 2匹いたが,ヒ

トが近付いても逃げなかった等の報告を聞いている。

学外では岡本駅近くでイノシシの親子が散歩していて

いた。かなり大きいイノシシを岡本周辺でゴミを荒ら

しているところをみて,イ ノシシの住みかをヒトが奪

っているのかと思った。甲南大学へ行 く途中 2頭のイ

ノシシを見た。また,2頭のイノシシが川で泳いでい

て驚いた。また,冷蔵庫を開けて牛乳を飲んだ,シ ュ

クリームを食べたという報告もあった。また,新神戸

駅周辺にはイノシシがたくさんいて,餌を与えている
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人もいたというし, ドックフードを与えているのを目  である (神戸市統計課,2006)。 150万 以上の人口を

撃した学生もいた。また,イ ノシシにトマトやキュウ  持つ大都市でイノシシが出没するのは,日本中捜して

りを食べられたという報告もあった。          も,ま た世界的にみても類のない現象に違いない。類

神戸市の人口は2006年 1月 1日 現在 152万 6788名   のないのでその対策に付いても独自の方法を編み出さ

表 1 イノシシ (s′ ss(・″ψ L。 )の果物類、果菜類とドングリ類についての食性調査

和  名 学    名 Ln3数
食
慕各
は        参      考

アボガド    P`だ
`α
α′η
`″

j(｀αηα

アラカシ    0夕
`rθ
ιイSg′α′εα

イチジク    F′ ε
“
s carJεα

エダマメ     Gら ,ε j4θ 777αχ

オクラ スb`′ 772θ SC力
“
s ιsc“′θ4′

“
s

カキ (甘柿)   〕θψ)'rθ s々αたj
カボチャ       C′ε夕rbj′αρ

`ρ
θ

カリン C17θ
`llθ

′27′′
`S Sj′
′η∫j∫

キーウイ     スε′jη jグ jα ε力′″′45js
キュウリ     a`ε

“
″7′∫∫θ′jソν.s

ギンナン       α′たvθ わj′θbα
ク  リ CαSra77`α Cr`れα′α

グレープフルーツ αrr“ s x ρθrαグjSj

1   食  実は少し残し,種子は残した
多数  食  皮は残した
3   食
1  不食  さや付きで与えた
3  不食
4   食  へたは残 し,種子は残 したり,残 さなかったりした
多数  食
3  不食  誓った跡が 4箇所あった
3   食
2      子ミ
5  不食  ゆがいて,皮 をむくと食べた
6   食  毬を取って与えたら,皮は残 した
2   食  誓って,次回に皮は残した
多数  食  皮は残した,未熟な種子も残 した
多数  食  皮は残した
3  食  アメリカンチェリー (1回 5個 )
3  不食
多数  食  皮は残した
1   食
1   食
3   食  外皮は残した
1   食
3   食
3   食  誓っただけのときもあった
4   食  果肉以外を食べた

1   食  丸ごと全部食べた
4   食  皮は残す時もあった
4  不食  緑色と赤色の両方を用いた
4   食  種子は無かった
13   食  種子は残 したり,無かったりした
3  不食  実を与えた

サクランボ     Prιィ′夕∫v″θ
`,2srS

ザ クロ Pι′77jε
`7`ζ

rα 4α rιィJ27

シラカシ
*    Oιイ

`κ
ι
`∫

777yr,Sjηαψ ′jα

シロウリ     C′ θ
“
′ηお′,7`′θ)'α′。.εθ″θ

“
θ4

スイカ c,jrrar′ιrs′α″αrι
`∫

トウモロコシ  Zη  777αツ∫

クヌギ

コナラ

トマ ト

ナシ

ナス

ビ ヮ
プラム

ボ ケ

モ モ
リンゴ

レモ ン

Oιι
`rε
′∫αθ
“
′jSSj′ηα

2′
`rθ“
SS`r″′α

Lyε9ριだ′εθη θsc“ル4r夕 777

ら'r“ S ρy″ウら′jα ソα″.εノrα

Sθ′α4′ 77r“ι′θ77g′ 4α

friθわθ′り'α ブαρθ,7:εα

Prι
`′

′sグθ″1`sriεα

σ/7θ 62ηθ,22`′′S,ρ
`ε

jθ∫α

Prιィη夕s ριだ
jθα

′Иαルsグθ
“
ιs′′εα

Cfr′∫′′
“
θη

ネーブル     Cj′ rパ sj“
`4sisソ
αr.brα sj′ j`′sis    l   食  2回 誓って 3回 目に食べた

ニガウリ       ノθ
“
θ〃jεα εttα″4riα

パイナップ ,レ    スれαれ
“
s cθ ttθ S“ S

バナナ ′И夕sα 《ρ.(Table banana)

ピーマン     Cα ρ∫jειι″2 αη,7ン′η

ミズナラ     0′
`rε“
S“θ4gθ′jεαソαれgrθ ssθs`r“′α 多数  食  皮は残した,未熟な種子も残した

ミカン C,jrr夕sン 4s力′Zr 3   食  残すときもある
3   食  果実を多数与えた
10  食  種子は残したり,残 さなかったりした
3   食
2  不食

ムクノキ      Aρ ttα′θ′r力
`α
.ソθ
“

*:シ ラカシの他にカシの仲間のアカガシ,ア ラカシ,イ チイガシ,ウ ラジロガシ等の ドングリを含む。 (ア イウエオ順 )

表 2 イノシシ (s″s sεィ JL。 )の根菜類についての食性調査

和  名 学    名 回数食果査
は        参 考

ゴボウ      Arc′ j“
“
れ叩α            3  不食

サツマイモ    rf9θ
“̀α
ゎα″′αs          多数  食

サ トイモ     Cθ ′θεθs,α
`sε
ノ
`′
′α        多数  食

ジャガイモ    Sθ′θ′ιィ′η′′b`″∫〃″        多数  食
ダイコン     Rθ ρttθ 4“ s sα′jソタsソαr.力θrr`ηs,s    2   食  残す時もあった
ナガイモ    Djθ sεθr`α わαrα′θs         2  食
ニンジン     Dα ′ε′s cα

“
rα l,α r。 ∫θ′jソιだ       4   食

バナナ      ν
“
sθ ψ。(Cooking type)      3   食  皮は少し残 した

ラッカセイ    ス
“
εttjsゎpθgα

`α
          2   食  1回 20粒程,殻は残した

レンコン    Ⅳαν
“
bθ れ
“
εttrα          4  食

(ア イウエオ順 )
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表 3 イノシシ (s“ssεtt L。)の葉菜類についての食性調査

和  名 考名学 回数食果各
は        参

アスパラガス

アロエ

イタリアンブロッコリ

キクナ

キャベツ
コマツナ

シロナ

タケノコ

タマネギ

チングンサイ
ニ フ

ハクサイ

ホウレンソウ

ネギ

ミズナ

ミツバ

レタス

Aψα
“
g“s9′θjれαJjS

AJοι αrbθ rι scθれs

Brα ssjεα θ′θttαε
`α
ソαr. j漁 2′jθα

Chッ sαれ′んι′,2“η26θ rθれarj夕
“Brα ssjεα θJι rαθιαソαtt εttj′α漁2

3“ ssJθα″9ρα Sψ・θJιψκ

Brα ssjθα rgρα s、ψo ρ
`た

jん

`ん
sJs

SJ77θαr夕れグjれαrια ρ
“
bι sθιれs

AJJj夕

“
θ

`ρ

α

Brα ssjθα r9ρα S'ρ・εttj77ιれsjS

AJJj“

“
′夕b`″s“
“

Brα ssjεα r9ρα Sヽフ・ρ
`た

jれιれsJs

SpJんαεια θJιrαθια

AJ′ j“

“
′s′ガθS′

“
Brα ssica rOρ α sギρ・4ppθ sjれ jcα

Cttp′θ″ιんjα ブ¢′θんJθα

Lαθ′
“
θα sα′jソα

2

常 時

2

2

4

3

不食

不食

不食

不食

不食

不食

不食

食

不食

不食

不食

不食

食

不食

不食

不食

不食

鉢植えとして置いてあった

芯のところに食べた跡があった

輪切りにして与えた

(ア イウエオ順 )

表 4 イノシシ (s“sscψ L。 )のキノコ類とセミ類についての食性調査

和  名 考参名学 回数食果査
は

エノキタケ
エリンゲ

シイタケ

シメジ

FJα z4"り

“
Jjれαソιル′ヵりιs

均
“
ικθ
“
ッθι′ιS

Lιれ′j77“′α
`グ
θグιs

Lソ9ρカッJル
“
s力 j“ 6」 ij

不食

不食

不食

不食

回に 1パ ック

回に 1個

回に 3房
回に 2房

食

食

ゼ

ミ
ヽ

ラ

ゼ

ブ

マ

ア

ク

Grcρ′9ρsαルrjα れjg^o卜sεα″

σり′わク

“

ραれαブ9ρθんθれSJS

10

8

回に 3～ 5匹
回に 3～ 5匹

ないといけない。 しか し, 文寸策がうまくいき神戸市 と

野生大型哺乳類の共存が可能になれば,世界的に誇る

ことのできる共存共栄の事柄 となるに違いない。
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